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研究成果の概要（和文）： 
マイクロスケール実験による教材実験を開発した。開発した教材を用いて、小学校、中

学校、高校の児童・生徒を対象に授業実践を行い、アンケートの分析を行った。アンケー

ト結果から，化学分野の実験において、個別実験を通した指導が重要であることが明らか

になった．また教員養成に資するため、現職教員に対しても開発した教材実験の紹介を行

った。その結果、この数年間においても、理科教育の現場において、マイクロスケール実

験の普及が認められた。 
研究成果の概要（英文）： 
Using microscale experiments method, teaching materials of chemistry were 

developed. With developed teaching materials, we taught school students of primary, 
secondary high school and high school. The analysis of a questionnaire in case of the 
trial for school students confirmed that it is important to make individual experiments 
when students learn the chemical experiments. And for the teachers training, we 
introduced the developed teaching material. During the past few years teaching 
materials based on the microscale experiments have spread throughout the school 
education of science. 
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１．研究開始当初の背景 
日本における理科教育および教員養成の問
題点に注目し、マイクロスケール実験の導入
は有効と考えている。すなわち、実験・観察
による児童・生徒の考える力の育成を基本と
して、自ら課題をみつけ解決する能力の育成
が必要であり、このため個別実験を可能にす
るマイクロスケール実験は有効な実験方法
と考えている。また「理科離れ」の一因であ
る理科教員の実験経験の不足を、実践と普及
を通して補うためにも有効である。 
 
２．研究の目的 
化学実験の新しい取り組みである「マ
イクロスケール実験」を理科教育の現場
に導入し普及させる事をねらいとして
いる。廃液量の激減につながり、導入に
より環境問題を意識した教育的な指導
も可能となる。小・中・高校で扱う化学
分野の実験のマイクロスケール化によ
り、教員研修・再教育を含めた理科教員
の養成を視野にいれた化学実験の実践
的な改善を行う。さらにマイクロスケー
ル実験の学校現場における普及に向け
て取り組むことが目的である。 

３．研究の方法 
本研究の実施においては、申請者が所属す

る教員養成大学のもつ、学校現場とのネット
ワークや教育委員会との連携などを通して、
より教育実践的な立場から、マイクロスケ
ール実験の教材開発、授業実践による有効
性の検討、学校現場への普及に重点をおい
て、研究に取り組んだ。 
 

４．研究成果 
H20 年度～Ｈ22 年度において開発あるい

は改良した教材は、小中高等学校理科を対
象に①溶解実験 ②物質の状態変化（融解，
気化など）①水溶液の性質 ⑤気体の性質
⑥電池および電気分解における、理科実験
の見直しとマイクロスケール化の検討を行
った。 開発した教材実験は約 15 件にのぼ
る。また、それに必要な実験テキストの作
成を行った。学校現場での授業実践を最優
先に行い，小中高等学校において 20 回以
上の授業実践や、教育委員会における教員
研修の講師として研究成果の還元を行った。   
同時に開発した教材の問題点の抽出も行っ
た。「ひらめき☆ときめきサイエンス」を２
回実施し、近隣の中・高校生を対象に実験
教室をひらいた。約 50名の参加があった。 
 開発した教材実験の一部を次に示す。図１
は分光セルをもちいた塩化銅水溶液の電気
分解実験の様子、図 2は、分光セルを用いた
ダニエル電池、図３は、混合物の分離の操作
で、蒸留実験の様子、図 4は高校に於ける授

業実践の様子を示している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 
分光セルを用いた塩化
銅水溶液の電気分解 
 

                 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 図 2 分光セルを用いたダニエル電池 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  図 3 蒸留実験 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図 4 授業実践の様子 
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